
校
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が

生
じ
て
い
る
理
由
は
。

答　

学
校
に
よ
っ
て
床
暖

房
や
ガ
ス
暖
房
器
具
が
使

用
さ
れ
て
い
た
り
、
エ
ア

コ
ン
に
燃
料
が
使
わ
れ
て

い
た
り
と
冷
暖
房
機
器
等

の
違
い
に
よ
る
も
の
で
す
。

問　

湖
南
市
単
独
で
執
行

し
て
き
た
施
策
を
ど
の
よ

う
に
評
価
さ
れ
た
か
、
令

和
４
年
度
の
決
算
を
受
け

た
上
で
、
分
析
し
、
次
年

度
へ
の
取
り
組
み
の
道
標

に
。

答　

単
独
事
業
で
あ
っ
て

も
効
果
が
あ
る
こ
と
を
示

し
た
上
で
、
国
・
県
に
働

き
か
け
て
い
く
と
い
う
方

法
も
一
つ
で
あ
り
、
い
か

に
少
な
い
費
用
で
最
大
の

効
果
を
得
る
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

反
対
討
論

　

原
油
価
格
や
物
価
の
高

騰
で
生
活
費
を
圧
迫
し
て

い
る
状
況
で
す
。
富
裕
層

へ
応
分
の
負
担
を
求
め
、

と
傾
向
に
つ
い
て

答　

後
期
高
齢
者
の
受
診

率
は
４
３
・
７
%
で
県
内

２
位
。
男
性
４
７
７
名
、

女
性
５
５
３
名
、
合
計
１
，

０
３
０
名
で
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
68
号

問　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
今
年
度
の
実
施
状

況
と
令
和
６
年
度
に
向
け

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

答　

各
支
所
の
機
能
が
よ

り
身
近
に
な
り
、
浸
透
し

て
き
て
お
り
、
相
談
件
数

状
況
も
進
ん
で
き
て
い
ま

す
。
令
和
６
年
度
以
降
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

機
能
を
完
全
委
託
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
４
カ
所
が
独

立
し
た
形
で
の
体
制
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問　

地
域
福
祉
権
利
擁
護

事
業
で
令
和
４
年
度
が
０

件
の
理
由
に
つ
い
て

答　

高
齢
者
・
障
が
い
者

等
で
、
自
身
の
金
銭
管
理

な
ど
が
で
き
に
く
い
方
に

つ
い
て
社
会
福
祉
協
議
会

大
企
業
の
課
税
を
強
化
し
、

格
差
の
是
正
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
人
口
を
増
や
す
た

め
、
働
く
場
と
住
環
境
、

子
育
て
施
策
が
重
要
で
す
。

４
中
学
校
区
を
生
活
圏
域

と
捉
え
る
小
規
模
多
機
能

自
治
構
想
で
支
所
機
能
を

復
活
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、

各
拠
点
に
市
の
職
員
の
配

置
を
求
め
る
市
民
の
要
望

に
も
応
え
る
べ
き
と
思
い
、

否
と
し
ま
す
。

賛
成
討
論

　

決
算
常
任
委
員
会
で
の

様
々
な
資
料
か
ら
見
て
取

れ
る
実
績
な
ど
は
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
を
意
識
し
な
が

ら
少
し
落
ち
着
き
の
あ
る

運
営
で
し
た
。
市
税
は
前

年
度
よ
り
2.9
％
増
と
い
う

決
算
額
で
見
込
み
額
よ
り

も
多
い
結
果
で
し
た
。
道

路
維
持
補
修
工
事
の
事
業

費
の
大
幅
な
増
額
で
通
学

路
の
24
の
要
望
箇
所
を
全

て
ク
リ
ア
、
道
路
環
境
の

改
善
に
も
一
定
の
成
果
を

出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
不

で
管
理
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
契
約
に
基
づ
く
事
業

で
す
。
そ
ち
ら
に
結
び
付

い
た
件
数
が
０
件
で
し
た
。

反
対
討
論

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付

が
増
え
れ
ば
、
比
例
し
て

介
護
保
険
料
が
上
が
っ
て

い
く
仕
組
み
で
利
用
料
の

２
割
・
３
割
の
方
が
お
ら

れ
、
高
齢
者
の
負
担
能
力

を
超
え
て
い
ま
す
。
国
へ

の
国
庫
負
担
割
合
を
増
や

す
こ
と
、
内
容
の
改
善
を

要
求
し
つ
つ
、
地
域
で
高

齢
者
が
自
宅
、
施
設
ど
こ

で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
過

ご
せ
る
よ
う
改
善
を
求
め

る
と
し
、
否
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
69
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
70
号

問　

水
道
代
滞
納
か
ら
給

水
停
止
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

に
つ
い
て

答　

基
本
的
に
は
督
促
状

を
送
付
、
次
に
給
水
停
止

安
定
な
社
会
動
向
の
中
、

限
ら
れ
た
予
算
と
人
材
で
、

事
業
を
遂
行
さ
れ
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
、

賛
成
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
65
号

問　

未
就
学
児
に
か
か
る

国
民
健
康
保
険
税
均
等
割

の
軽
減
措
置
の
実
績
は
。

答　

未
就
学
児
対
象
人
数

が
２
６
１
人
、
対
象
世
帯

数
は
２
０
４
世
帯
。
減
額

し
た
金
額
は
、
医
療
費

２
４
５
万
７
，
６
６
３
円

で
す
。

反
対
討
論

　

本
来
所
得
の
な
い
子
ど

も
の
数
を
均
等
割
算
定
に

入
れ
る
こ
と
自
体
お
か
し

く
、
国
・
県
へ
軽
減
率
拡

充
の
働
き
か
け
と
、
国
民

健
康
保
険
料
の
引
き
下
げ

も
訴
え
、
否
と
し
ま
す
。

賛
成
多
数
で
認
定

議
案
第
66
号全

員
賛
成
で
認
定

議
案
第
67
号

問　

健
康
診
査
の
受
診
率

の
文
書
通
知
を
行
い
、
そ

の
後
、
こ
の
ま
ま
い
け
ば

給
水
停
止
に
な
り
ま
す
と

の
予
告
通
知
を
行
い
最
終

的
に
給
水
停
止
と
な
り
ま

す
。
そ
の
間
、
訪
問
も
し

て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度

は
、
１
，
６
２
８
件
で
約

３
，
６
５
４
万
円
で
す
。

問　

老
朽
化
し
た
施
設
の

整
備
に
つ
い
て

答　

現
時
点
で
は
、
有
形

固
定
資
産
減
価
償
却
率
は
、

52
・
47
で
、
こ
れ
が
老
朽

化
率
を
示
し
、
法
的
耐
用

年
数
を
超
え
て
い
る
の
が

52
・
47
で
あ
り
、
残
り
の

約
48
%
を
こ
れ
か
ら
進
め

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

状
況
で
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定

議
案
第
71
号

問　

県
道
４
号
の
管
布
設

工
事
後
の
道
路
復
旧
工
事

に
つ
い
て

答　

仮
舗
装
を
行
っ
た
次

の
年
度
に
本
復
旧
工
事
を

行
い
ま
す
。

全
員
賛
成
で
可
決
及
び
認
定
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